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1． 教育の責任 

私は本学幼児保育学科に所属し、幼稚園教諭免許及び保育士資格の取得を目指す学生た

ちを教育・支援すること（保育者養成）が役割となる。私の担当する科目は、保育者養成科

目において、必要な科目に指定されている。そのため、将来の保育者となる学生には、保育

のための質の高い知識・教養を身に付けることはもちろん、子どもを心から愛し、真の子ど

もを見つめる眼を持ち合わせ一人ひとりの真の子ども理解に努め、すべての子どもたちを

受け入れられる保育者になってもらいたい、という願いを持っている。 

 青森中央短期大学幼児保育学科での担当科目は以下のとおりである。 

 

科目名（対象学年） 概   要 

教育総論（1年） 教育の持つ意味や役割、歴史的経緯、教育思想等の基礎・基本を

学び、自分なりの教育観・子ども観を確立することを目的とする。 

卒業必修及び、幼稚園教諭免許状・保育士資格取得のための必修

科目である。 

教師論（1年） 保育者の仕事に関して、制度的な位置づけを踏まえながら、保育

者に求められる資質・専門性について、具体的な事例を基に学ん

でいく。 

幼稚園教諭免許状・保育士資格取得のための必修科目である。 

保育カリキュラム論 

（1年） 

保育においての指導計画の重要性や指導計画の書き方、また実

践においての評価の意味について学んでいく。 

保育士資格取得のための必修科目である。 

保育カリキュラム研究

（1年） 

前期の保育カリキュラム論において、教育課程・保育課程、保育

計画の持つ意味や重要性について理解したことを踏まえて、実際

に指導計画（部分指導計画、全日指導計画、週案）を作成する。 

保育士資格取得のための必修科目である。 

教職実践演習（2年） 保育者養成の学び中で修得した知識・技術・総合的な判断力を振

り返り、自分の課題を把握した上で、演習を通して保育者として

の実践力を高めることを目的とする。 

幼稚園教諭免許状取得のための必修科目である。 

教育実習（1・2年） 教育実習を行うために必要な幼稚園での教育・保育理解、幼稚



園教諭の仕事の内容理解と実習を行うにあたっての基本的なマ

ナー等について学んでいく。実習の事前及び事後指導を行う。 

幼稚園教諭免許状取得のための必修科目である。 

その他の教育活動 

① 特別研究：2年生を対象とした特別研究指導がある。今年度 6名の特別研究指導を行っ

た。保育に関する研究というベースは共通であるが、担当学生個々の問題・関心は各自

様々であるため、研究内容も多岐にわたる。いずれのテーマの場合も、文献検索、引用

の仕方といった基本事項から問題解決に至るまで、学生が自分なりの結論を提示できる

ように指導している。 

 

② クラスアドバイザー：今年度も 1年生のアドバイザーとして、入学当初の個別面談の他、

不安なく学生生活が送れるよう、随時学生相談に応じた。 

 

 

2．教育の理念 

 ほとんどの学生が、幼稚園教諭免許状と保育士資格取得を目指して履修している。将来の

保育者には、子どもを心から愛し、真の子どもを見つめる眼を持ち合わせ一人ひとりの真の

子ども理解に努め、すべての子どもたちを受け入れられる保育者になってもらいたい、とい

う願いを持っている。一緒にいることで子どもに安心感・親しみを持ってもらえ、どんな時

でもありのままの子どもを受け入れられる保育者、そして常に子どもの心に近い保育者に

なってほしい。学生自身も自分の理想とする保育者に近づくために、人を育てるための慈愛

と幅広い知識、教養を身に付けたいと思っていると思われる。この点において、保育・教育

の根の部分を担当する重要な責務を負っており、保育・教育の本質を考えられる授業が提供

できるように努めたい。 

 また、地元の地域の現状を踏まえ、未来を担っていく子どもたちの育成はもちろん、家庭

の支援も含めて地域の子育てに関して身近な問題として捉え、支援に努めていってほしい

と考える。 

 

 

3． 教育の方法 

 上記の教育理念を達成するために、講義において以下の 3点について行っている。 

一つ目は、講義において特に、イメージをしやすいよう具体例を多く挙げながら、学生に

分かりやすく話すように心がけている。特に、教育総論は学生にとってはこれまであまりな

じみのない硬い文章や用語が多く、難しいというイメージが持たれていることが多い。その

ため、なるべく文をかみ砕いて、保育現場に置き換えた具体例を挙げ、分かりやすく説明す

るようにしている。 



 二つ目は、講義の復習プリントを作成し、講義の要点を簡潔にまとめ、分かりやすく説明

する文の書き方を覚えていくことができるように行っている。分かりやすく説明するには、

自分がそのことに関して理解していなければ分かりやすくはならない。講義内容を理解す

るということは、どういうことなのかということについて知る機会になると考えている。要

点をよく捉え、具体例等も挙げながら分かりやすくまとめられていたものについて、次回の

フィードバックの時に紹介している。 

 三つ目は、グループ活動を行う際に、各自考えたものについて学生同士がアドバイスし合

うように計画している。友達の考えたことについて、教員のように改善点を考えることで学

生同士の気付きにつながり、それが自分の理解へとつながっていくと考えるからである。ま

た、特に教師論の授業においてであるが、少しでも子どもたちの心に近づくために、学生各

自の保育者らしい言動をふり返り記載、そしてそれに他学生がコメントを付ける、というこ

とを毎週行っている。いかに子どもたちの心に近づいた言動が取れていたかをふり返ると

ともに、友達の言動に対してプラスのコメントを記載することで、保育者として子どもに肯

定的な言葉をかけられるよう行っている。 

 この他、学生にとって、どんなことでも気軽に聞いても良いという安心感を持ってもらう

ために、講義だけに限らずいつでも相談に応じることも話している。 

 

 

4．教育の効果 

 実践の結果、初めは説明文の書き方が分からなかった学生も、回数を重ねるごとに、課題

に対して適した用語を使って、自分なりの言葉で説明する文章を書くことができるように

なっていた。フィードバックの際には、分かりやすく書いている学生の復習プリントを紹介

し、どういう点が良かったのかを具体的に解説することを心がけた。そうすることで、自分

で考えた保育の場での具体例も組み入れて書こうとしたり、より詳しい説明となるように

工夫して書こうとする学生が次第に多くなっていった。保育者としての言動をふり返るこ

とにより、ポートフォリオとして日を追うごとに自分の言動が深みを増していることを感

じることができるようで、少しずつ自信がついてきているように思う。授業評価アンケート

の結果からも、内容理解の項目より、分かりやすく説明するには内容理解が前提であること

や、学生同士アドバイスし合うことが自分の気付きや理解につながっていったことが分か

った。 

 これからの、課題として、各講義の学生のポートフォリオをつくり、学びの積み重ねを行

っていくこと、学生の授業内容への興味・関心度を高めるための毎回の授業後の改善に努め

ていきたい。学生が保育者として、保育の質の向上のために何が必要なのかを地域性や教育

問題等視野を広げて考えられるよう授業の工夫を行っていきたい。 


